
同出資資金財
政
資
金
計
〈
付
|
同
)
一

側

一
預

金

部

資

金

一

酎

一
公
募
公
債
代
り
金

一

飢
一
短
期
証
券
償
還

一

金

一

計

一

則
割
引
引
削
斗

米

遥

勘

定

調

整

一

4

(
加
川
開
減
付
)

一
，ヤ

政

府

資

金

再

計

一

其復公

出出

他資資

金団
計

一日品九
、一一室『

入、(
)
O
O
一

回一

入、
0
0
四
一
村
入
、
0
0
四

一吾
、九
九
二
一
一
、
美一

一弓
金
九
一
一
け
ま
、
一一一G
回一

一一、
六

七

九

一

一

ニ一金
三
八
一
付

一回、八四三
一

一会
一
、
五
=
判
川
引
引
一

四吉
一

一
付

文
=
一、九
六
回
一
?
一。
、
喜

一一

入、
五五覗

ニ
、
一回。

。
、
六九日品

七()、()四
λ

主主 ブミ、 、
互主 ヨL
O 四

二 __  "1L-

(+) 

昭
和
二
十
三
年
十
月
1

1

十
二
月

一九
一一五
七
上え

付

凸

O

、0
0
0

凶四六

一o
、

凶
四
六
一
村
一
o、
盟
大

雲
、重
一
付

一三
J
一冨一一一

一o
、穴()
一一

一一、回四八一

一
一、七
一人
一

一

き
て
き
ム
村
一
品
、一
夫一

一一
入
、
九
六
回
↑
付
表
、一
一穴ム

奈
一

一
村

一八、人九
八一
村
美
、
主
人
一

日
本
銀
行
国
庫
局
調
「
政
府
資
金
移
動
概
況
」
に
よ
っ
て
、
本
年
度
第
三

・
四
半
期
中
〈
昭
和

二
十
三
年
十
月
|
|
十
三
月
)
に
於
け
る
財
政
資
金
の
対
民
間
現
金
収
支
を
分
析
し
た
結
果
は

大
要
別
紙

昭
和
ご
十
三
年
度
第
三

・
四
半
期
中
政
府
資
金
対
民
間
収
支
分
析
表

の
通
り
で
あ
る
。
分
析
方
法
は
今
期
よ
り
取
引
高
税
印
紙
収
入
に
つ
い
て
統
計
上
の
操
作
を
加

え
た
外
、
従
来
と
変
り
な
い
〈
詳
細
は
別
表
註
参
照
)
。
以
下
主
と
し
て
本
表
に
よ
っ
て
、
期
中

盤
に
各
月
別
財
政
収
支
の
概
観
を
試
み
る
。

一
、
期
中
財
政
収
支
通
観

政
府
資
金
の
対
民
間
現
金
収
支
(
政
府
当
座
狽
金
受
払
中
よ
り
、
対
日
木
銀
行
収
支
及
国
庫

内
部
の
振
替
収
支
を
除
い
た
も
の
〉
は
期
中
収
入
累
計
二
千
七
百
七
十
七
億
円
、
支
出
累
計
四

千
百
八
十
四
億
円
と
差
引
支
出
超
過
は
突
に
千
四
百
六
億
円
の
巨
額
に
上
っ
た
。
但
し
と
の
政

財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析

昭
和
二
十
三
年
十
月
|
十
二
月

一一言一
-一
、
喜
一

三
、
六
O
四
一

へ一
一圭
一

エ九
、人
豆大
一

回一穴
一一、室
町一

六
、
人五
三
納

豆五
五
、
七七
ニ

ハ
門

府
資
金
収
支
中
に
は
、

-入
、(
)
0
0

四一品。

丈
、

望
。
一
付
一
入
、
星
。
一

三六回
、
六三
七
一
付

一-一一、
さ
一

言
、
呉
O

一
付
弓
八
五
六
一

ニ
三
、
一
一
死
七
一
一

培
、入五七

一
一
H
丈
、
8
ニ
村

山
=一
、
四九四
T
H
四九
、
八
七
一一

ヨ

交

一

一

一

け

四
三
、
八
六
二
一
付
宅
、安
ニ

己
一一、
室
z
一

七、主主一
九五車一

入
、
七
一ニ一

一一
三一歪一

一、
一六
回
一
例

二
O
、
一-O
一一

人=豆
八一重
一

ハ円

三八
、一
九回
一
付
ニ
豆
、福一

九、回
一二
一
付

一
、
六五五

古乏九九一

一三
、竺
三
村
岡
、
六
九
九

一回一
、室

一
付

き
、
言
。

三
主

一回一
、
会
三

ハ円

三、
穴
一

八三五

国
の
金
融
活
動
に
基
く
郵
便
貯
金
収
支
及
其
運
用
等
の
預
金
部
資
金
収
支

普
通
歳
入
に
あ
ら
ざ
る
公
器
公
債
代
り
金
収
入

{二)

日
本
銀
行
引
受
後
民
聞
に
消
化
さ
れ
た
食
糧
証
券
、
大
蔵
省
証
券
の
対
民
間
償
還
額

(司
を
含
ん
で
い
る
が
、
之
等
を
除
い
た
収
支
尻
は
、
予
算
上
の
赤
字
〈
普
通
競
入
と
歳
出
と
の
差

(
註
)

額
即
ち
公
債
借
入
金
予
算
〉
に
ほ
ど
対
応
す
る
財
政
資
金
赤
字
を
示
す
。

ζ

の
分
析
で
は
対
日
本
銀
行
収
支
を
除
い
て
あ
る
が
、
現
状
に
於
て
は
公
債
借
入
金

は
同
の
公
募
公
債
を
除
品
目、殆
ど
全
部
日
本
銀
行
の
引
受
貸
上
(
対
日
本
銀
行
収
支
)
と
な

る
。
な
お
同
の
短
期
証
券
対
民
間
償
、
選
額
を
除
外
す
る
趣
官
は
、
若
干
の
時
期
的
ず
れ

を
別
と
す
れ
ば
財
政
支
出
と
し
て
は
統
計
上
重
複
計
算
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
意
味
の
財
政
資
金
赤
字
は
、
左
の
通
り
十
月
二
百
一
億
円
、
十
一
月
四
百

三
十

八

億

円
、
十
二
月
六
百
三
十
七
億
円
、
第
二
一
・
四
半
期
計
千
二
百
七
十
六
億
円
と
な
り
、
之
を
昨
年

度
同
期
の
赤
字
(六
百
二
十
一
億
円
)
に
比
す
れ
ば
二

・
二
倍
に
相
当
す
る
。

二
八
七



資

料

計第十十十
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こ
れ
を
加
え
た
阿
月
以
降
の
本
年
度
赤
字
累
計
は
千
五
百
九
十
五
億
円
と
な
る
が
、
当
期
赤

字
は
そ
の
八
O
%
を
占
め
、
更
に
こ
の
う
ち
十
二
月
分
赤
字
は
正
倒
的
巨
額
に
上
っ
て
お
り
、

財
政
資
金
の
年
末
集
中
撒
布
の
傾
向
は
顕
帯
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
昨
年
度
と
陪
ピ
同
織
の
傾

向
な
が
ら
、
昨
年
度
に
比
し
赤
字
絶
対
制
の
哨
加
は
鱒
く
べ
含
も
の
が
あ
る
。

財

政

資

金

赤

字

推

移

本

2 ，.. 

度

iY~ 

Sド

度

第
一

・
四
半
期

第
二

・
四

半

期

第
三
・
四
半
期

十

月

十

一

月

十

二

月

赤

字

累

計

一
、
三
六
〕
百
万
円

付

三

三

、
二
三

一
手

付

一一一七、
六
四
四

「村

二

O
二
0

0

{ハ
円
四
一二
、八
三
八

口
一
六
三
、
七
O
六

付

一

五

九
、五

一
凶

(一) "..---'~ ト) (一)(→ 
{一)(一)(一)

四
、
五
五
ご
百
万
円

二
O
、
九
八
九
ク

六
-
一、
O
七
九

九
、
O
五
九

八
、
二
八
四

凹
四
、
七
三
六

八
七
、
六
二
O

ノ
〆

p ，.. 

〆
〆

p ，.. 

， 
〆

2 ，.. 

， 
〆

， ，.. 

， 
〆

次
に
こ
の
財
政
資
金
収
支
を
資
金
の
性
質
別
、
即
ち

付
消
費
主
体
と
し
て
の
財
政
収
支
||
消
間
資
金

伺
事
業
主
体
と
し
て
の
財
政
収
支
|
|
事
業
賞
金

伺
出
資
主
体
と
し
て
の
財
政
収
支
l
l山
資
資
金

の
三
つ
に
分
け
て
考
察
す
れ
ば
、
別
中
消
沈
資
金
赤
字
三
百
主
億
円
、
事
業
資
金
赤
字
九
百
七

十
一
億
円
、
出
資
資
金
O
円
、
計
千
二
百
七
十
六
他
門
と
な
る
。

二
八
八

a
 l
 

第
一一一
・
四

十

十

財一一一 一一、一、 、

政出司王消

資資業費

金資資資

計金金金

(-) {寸(→

〈コ、 ぺ=、 ニ二、

ー8ー | 毛- :J望L百ヲ伯マ

(ー) (→{→ 

~ 、 qRa E百

ノ天、~ I ー乏日 24=Z写H字

(一) {一)(一)

プ〈 一ー 一
百、 jk 三ミ百

き'"て る企万|宅九円

(→ (→ ト) と

三宍 ー九只 Q三首』
3、 ーさ芸万言u 

国| 三三円

然
し
な
が
ら
右
の
事
業
資
金
中
に
は
消
貨
資
金
の
財
源
と
し
て
繰
入
れ
ら
る
べ
き
専
売
品
益

金
(
二
百
五
十
億
円
)
を
含
ん
で
い
る
か
ら
、
之
を
消
資
資
金
に
算
入
し
て
再
計
算
す
れ
ば
(
括

弧
内
は
前
期
の
比
車
、

ム
印
刷
州-
V
T
)

村

良
質
的
消
賀
資
金

付

五

五

、
五
一

三
百
万
円
凶
三
%
(
&
一
入
%
)

同

実

質

的

耶

蝶

資

金

付

七

二
、
一
一
-
一
一
百
万
円
五
七
%
(
八
七
銘
)

同

出

資

資

金

|

|

ハ
三
一
路
)

(
付
及
伺
合
計
)

〈

付

五

五

、
五
一
三
百
万
円
〉
(
四
一二
%〉
(
一

一二
%
)

村

|

|

伺

計

村

一

一
一
七
、
六
四
四
百
万
円

一
O
O
%
2
0
0
%
)

と
な
る
。
右
の

H
及
同
合
計
を
大
体
一
般
会
計
、

ωを
特
別
会
計
の
夫
々
現
金
収
支
尻
と
見
れ

ば
(
註
)
、

一
般
会
計
特
別
会
計
赤
字
は
夫
々
全
体
の
赤
字
の
四
三
鬼
、
五
七
%
を
占
め
る
計
算

と
な
り
、
前
則
赤
字
が
主
と
し
て
特
別
会
計
(
実
質
的
事
業
資
金
)
赤
字
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
こ
と
と
は
若
干
傾
向
を
異
に
し
て
い
る
。

(
註
)
正
確
に
言
え
ば
、
と
の
分
析
の
依
拠
す
る
原
資
料
は
振
替
収
支
を
除
い
て
あ

る
か

ら
、
こ
の
よ
う
に
一
般
会
計
特
別
会
計
の
両
者
に
区
別
す
る
こ
と
は
抑
-論
上
不
可
能
で

め
る
が
、
振
替
収
支
を
含
む
大
蔵
省
調
に
よ
っ
て
、
十
二
月
末
現
在
一
般
会
計
予
算
実

行
状
況
を
児
て
も
、
財
産
説
、
専
売
局
益
金
等
の
所
制
流
用
税
金
を
含
め
て
計
算
す
れ

ば
一
般
会
計
支
出
超
過
は
五
百
五
十
二
億
円
と
な
り
、
大
体
回
即
金
収
支
尻
よ
り
算
出

し
た
上
記
結
論
と
ほ
ど
一
致
す
る
。

次
に
前
則
と
比
較
し
て
則
中
主
耐
火
収
支
の
内
容
を
う
か
刊
と
え
ば
、
先
ず
収
入
而
に
於
て
は
、

租
税
収
入
は
純
二
期
申
告
納
税
の
納
入
、
制
納
分
の
強
行
徴
収
邸
の
凶
係
も
あ
り
、
総
計
六
百

六
十
瓦
他
刊
と
前
則
に
比
し
百
七
十
三
他
円
の
大
幅
増
加
を
示
し
、
専
売
問
益
金
二
泊
以
十
惚

円
も
向
出
版
兜
煙
草
の
苑
行
は
期
初
の
不
振
を
逐
次
回
復
し
て
三
十
六
他
円
を
酬
明
加
し
た
。

一



方
支
出
而
に
於
て
ほ
供
出
最
盛
期
を
迎
え
食
粗
管
理
会
計
支
出
超
過
は
突
に
七
百
五
十
六
億
円

の
巨
額
に
達
し
(
前
期
は
逆
に
黒
字
三
十
二
億
円
)
、
終
戦
処
理
費
も
ま
た
著
し
〈
増
加
し
た
。

其
他
主
要
支
出
も
公
共
事
業
費
百
五
十
八
億
円
〈
前
期
比
九
十
三
億
円
増
〉
、

価
格
調
整
賞
ご
百

六
億
円
(
同
七
十
五
億
円
増
)
、
地
方
配
付
税
配
付
金
百
七
十
億
円
(
同
三
十
二
億
円
増
)、
固
有

鉄
道
事
業
会
計
支
出
超
過
二
百
二
億
円
〈
同
五
十
二
億
円
増
)
、
貿
易
資
金
勘
定
支
出
超
過
二
百

二
億
円
(
同
百
十
四
億
円
刷
)
、
通
信
事
業
会
計
支
出
超
過
五
十
六
億
円
(
阿
二
十
一
億
円
増
)
と

例
れ
も
大
幅
に
増
加
し
、
又
官
吏
給
与
水
準
引
上
に
伴
う
差
額
等
支
給
も
行
わ
れ
る
等
特
に
年

末
に
当
っ
て
政
府
支
払
は

一
般
的
に
伸
長
し
た
。
(
詰
)

(
註
)

貿
易
資
金
勘
定
及
、
通
信
事
業
会
計
収
支
は
こ
の
統
計
に
於
て
は
必
ず
し
も
共
の
実
態

を
あ
ら
わ
さ
な
い
。

之
を
要
す
る
に
当
川
財
政
収
支
は
収
入
も
相
当
増
加
し
た
が
、
食
糧
管
理
会
計
に
於
け
る
巨

額
の
支
出
超
過
と
終
戦
処
理
貧
其
他

一
般
的
な
政
府
支
払
の
伸
長
の
た
め
、
支
出
は
遥
か
に
之

を
凌
い
で
期
中

一
千
三
百
億
円
に
垂
ん
と
す
る
定
大
な
る
赤
字
を
記
録
し
、
こ
の
う
ち
の
大
部

分
が
年
末
K
集
中
撒
布
さ
れ
て
い
る。

而
も
と
の
巨
額
の
赤
字
は
公
募
公
債
収
入
百
十
三
億
円

を
除
宮
、
殆
ど
全
部
門
本
銀
行
に
於
け
る
政
府
貸
上
金
及
公
債
〈
含
短
期
椛
券
)
引
受
に
よ
っ
て

附
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
、
各
月
別
財
政
収
支

以
上
の
通
観
に
つ
づ

い
て、

次
に
期
中
各
月
別
収
支
状
況
に
つ

い
て
述
べ
る
。

(寸

十

月

中

当
月
政
府
資
金
の
対
民
間
引
金
収
文
は
、
収
入
七
百
九
十
九
億
円
、
支
出
一
千
二
十

-
億
円

と
差
引
支
出
超
過
は
二
百
二
十
=
億
円
に
上
っ
た
。
但
し
此
の
金
額
中
に
含
ま
れ
る
預
金
部
資

金
収
入
超
過
六
億
円
、
短
期
証
券
民
間
償
還
額
六
十
九
億
円
、
公
募
公
債
代
り
金
収
入
四
十
一

億
円
会
除
い
た
予
算
に
対
応
す
る
財
政
資
金
赤
字
と
し
て
は
二
百
一
億
円
と
な
る
。

月
中
主
要
収
支
の
内
釈
を
見
る
に
、
収
入
国
に
於
て
は
、
租
税
収
入
百
七
十
二
億
円
、
専
売

周
益
金
六
十
五
億
円
と
前
月
に
比
し
夫
々
十
三
億
円
、
六
億
円
の
増
加
を
来
し
た
。
租
税
の
増

加
は
七
月
以
来
強
行
さ
れ
て
い
る
滞
納
処
分
の
効
果
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
専
売
局
益
金
の
増

加
は
支
出
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
、
ピ
ー
ス
の
如
、
含
高
級
自
由
販
売
煙
草
の
売
行
は
一
般
的
な

財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析

昭
和
二
十
三
年
十
月
!
十
=
月

購
買
力
の
低
下
の
た
め
依
然
不
調
で
あ
る
。

一
方
支
出
面
に
於
て
は
側
特
訓
盤
掛川
五
十
六
億
円
が
前
月
に
比
し
一一
一
億
円
の
減
少
を
示
し
た

外
は
、
終
戦
処
理
賞
、
公
共
事
業
費
三
十
三
億
円
、
地
方
配
付
税
配
付
金
三
十
四
億
円
、
国
有

鉄
道
事
業
会
計
文
出
超
過
五
十
五
億
円
、
貿
易
資
金
勘
定
支
出
超
過
六
十
二
億
円
と
粁
却
に
前

月
よ
り
増
加
を
示
し
た
(
終
戦
処
理
貨
を
除
き
、
土
穴
ん
で
六
億
円
、
凶
億
円
、

二
億
円、

二
十
一

億
円
噌
)
。
右
に
加
え
て
食
紐
管
明
会
計
の
支
出
超
過
は
九
十
九
億
円
と
前
月
に
比
し
百
二
十

七
億
円
の
増
加
を
示
し
当
月
財
政
赤
字
の
有
力
な
要
因
を
な
し
た
が
、
之
は
主
食
配
給

の
順

調
、
配
給
代
金
回
収
の
迅
速
化
に
よ
っ
て
可
成
り
の
収
入
を
あ
げ
た
に
も
拘
ら
ず
、
支
出
は
供

出
の
好
成
績
に
よ
っ
て
前
月
の
二
倍
に
も
達
し
た
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ω
十

}

月

中

月
中
政
府
資
金
の
対
民
間
現
金
収
支
は
、
収
入
八
百
五
十
一
位
円
、
支
出
一
千
三
百
二
十
八

億
円
、
差
引
四
百
七
十
七
億
円
の
支
出
超
過
を
示
し
た
。
之
か
ら
短
期
証
券
民
間
償
還
額
五
十

一一一億
円
、
預
金
部
資
金
支
出
超
過
五
億
円
盤
に
公
募
公
債
代
り
金
収
入
十
九
億
円
を
除
い
た
予

算
に
対
応
す
る
財
政
資
金
赤
字
と
し
て
は
四
百
三
十
八
億
円
と
な
り
、
前
月
赤
字
の
ほ
ぼ
二
倍

の
巨
額
に
速
す
る
。

か
〈
の
如
き
港
大
な
る
当
月
の
財
政
赤
字
の
主
因
は
、
引
統
〈
供
米
成
績
の
好
制
と
前
月
供

出
分
の
支
払
等
に
よ
る
巨
額
の
食
糧
管
理
会
計
支
出
超
過
に
あ
り
、
当
月
間
会
計
支
出
超
過
は

三
百
λ
十
八
億
円
と
前
月
に
比
し
二
百
八
十
八
億
円
の
激
増
を
示
し
た
。
其
他
主
要
支
出
は
固

有
鉄
道
事
業
会
計
文
出
超
過
ご
十
七
億
円
が
前
月
に
比
し
二
十
八
億
円
減
少
し
た
外
は
、
終
戦

処
理
践
を
初
め
公
共
事
業
費
五
十
惜
円
、
価
絡
調
整
蹴
六
十
三
他
円
、
地
方
配
付
税
配
付
金
五

十
八
億
円
等
何
れ
も
前
月
に
比
し
大
幅
に
増
加
し
(
後
三
者
夫
均
十
八
億
円
、
七
億
円
、

二
十

五
億
円
増
)
一
般
的
に
支
払
伸
長
を
見
て
い
る
。
一
方
収
入
而
に
於
て
も
租
税
収
入
は
前
月
末

納
期
の
第
二
期
申
告
納
税
分
の
収
納
等
に
よ
っ
て
前
月
に
比
し
五
十
七
億
円
増
の
二
百
二
十
九

億
円
に
上
り
、
専
売
局
謎
金
七
十
四
億
円
も
僅
か
な
が
ら
期
加
し
て
い
る
。

同

十

二

月

中

当
月
に
於
け
る
政
府
資
金
の
対
民
間
現
金
収
支
は
年
末
を
反
映
し
て
収
入

一
千
宵
二
十
七
億

円
寸
支
出

一
千
八
百
=
一
十
四
億
円
と
収
支
と
も
巨
額
に
上
り
差
引
七
百
七
億
円
の
湾
大
な
る
支

二
八
九



資

料

出
超
過
を
示
し
た
。
こ
の
金
額
中
よ
り
預
金
部
資
金
の
支
出
超
過
四
十
二
億
円
、
短
期
証
券
民

間
償
還
額
八
十
億
円
誼
に
公
募
公
債
代
り
金
収
入
五
十
二
舷
円
を
除
い
た
予
算
に
対
応
す
る
財

政
資
金
の
赤
字
は
六
百
三
十
七
億
円
と
な
る
(
前
月
並
に
前
年
同
期
赤
字
の
夫
々

一
・
五
倍
)
。

次
に
当
月
主
要
収
支
の
内
訳
を
見
れ
ば
、
収
入
面
に
於
て
は
租
税
収
入
は
所
得
税
(
特
に
源

泉
徴
収
分
〉
、
酒
税
等
の
徴
収
好
調
理
に
滞
納

一
掃
運
動
等
に
よ
り
月
中
二
百
六
十
四
億
円
と

前
月
に
比
し
三
十
五
億
円
の
増
加
を
示
し
、
専
売
周
拡
金
百
十
億
円
、
租
税
外
収
入
六
十
六
億

円
も
亦
大
師
に
増
加
し
た
(
夫
三
一
一
十
六
億
円
、
四
十
一
億
円
増)。

一
方
支
出
而
に
於
て
は
前
月
赤
字
の
大
宗
た
る
食
糊
管
理
会
計
支
出
超
過
二
百
六
十
九
億
円

は
引
続
く
供
米
成
績
の
好
調
に
も
拘
ら
ず
代
金
支
払
は
前
月
に
比
し
か
え
っ
て
減
少
し
、
配
給

代
金
回
収
の
.
服
割
、
主
食
他
上
の
彬
響
に
よ
る
収
入
矧
加
も
加
っ
て
前
月
比
百
十
九
億
円
の
大

附
和
二
十
三
年
度

第
=
了
間
半
期
中

}lJI門fffS
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収
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z
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向
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六ニ 十

年

イ唱

月

支

出

収
文
付
超

一品、
ニ
五五

豆、さ一
一-
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百

国一、
百一一
品八

豆
、
売
八
一
村
一
、
-一室

長
、閥
抗
凶一
村
田
一
、
古
田

=
、九
u
i
H

-、
出
ム
付

回、
-一躍U
一一

一、
三
七一

認、
同
円七
一

一、剛
-一
ou

h

ハ、Z
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一一一

四
五一
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収

入

支

、九
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三
入
E

エ己 ーー ;内 I-t: ニュ
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ー三三五一三!孟一五

三
九
O

一幅
減
少
を
示
し
た
が
、
依
然
と
し
て
最
大
の
支
出
項
目
た
る
を
失
わ
な
い
。
と
れ
に
つ
づ
く
終

戦
処
理
貿
は
年
末
資
金
需
要
に
よ
る
業
者
の
支
払
請
求
の
旺
盛
の
処

概
算
払
の
枠
引
上
(
従

来
工
事
費
六

O
施
、
物
件
費
四

O
鬼
を

一
律
に
八

O
M却
に
引
上
〉

等
の
関
係
も
あ
っ
て
例
月
の

三
倍
前
後
に
達
し
、
国
有
鉄
道
事
業
会
計
支
出
超
過
百
二
十
億
円
も
同
じ
〈
二
倍
以
上
に
上
っ

た
。
其
他
公
共
事
業
費
七
十
六
億
円
、
価
格
調
整
費
八
十
七
億
円
、
地
方
配
付
税
配
付
金
七
十

八
億
円
、
通
信
事
業
会
計
支
出
超
過
二
十
六
億
円
、
貿
易
資
金
勘
定
支
出
超
過
八
十
六
億
円
等

の
主
要
支
出
も
粁
却
に
大
幅
噌
加
を
示
し
た
(
夫
々
前
月
比
二
十
六
億
円
、
二
十
凶
・
偲
円
、

二

十
億
円
、
十

一
億
円
、

三
卜

一
億
円
滑
〉
。
い
支
之
を
何
別
に

μれ
ば
政
府
当
防
の
支
払
平
準

化
の
泣
阿
に
も
拘
ら
ず
、
上
中
伺
は
例
月
魁
の
支
払
に
止
り
大
口
支
払
は
主
と
し
て
下
勾
に
集

中
し
て
い
る
。
〈
高
田
〉

月
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五、
宅
五
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三
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し
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一
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一
巳
毛
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一翼
λ
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付

閥、
ロ
量

一-q
一主一

|
一

回
忌
、
失
点

H
-
-一、
九克一

四
一人、
至
。
一
付
属
、
孟

三六
九一

l
t
一

回
一七、
九
人
=
村
一世一七、
四七八
一

一
、
本
美
は
日
本
銀
行
に
於
け
る
政
府
当
座
預
金
受
払
中
よ
り、

対
日
本
銀
行
収
支
及
回
廊
内
郊
の
祭
替
収
支
を
除
い
た
政
府
資
金
の
対
民
附
現
金
収
支
の
内
容
を
分
析
せ
る
も
の
で
あ
る
。

=
、
本
表
。
日
本
銀
行
国
庫
局
調
「政
府
資
金
移
動
概
況
」、
特
に
そ
の
中
の
「民
間
関
係
収
支
内
訳
」に
依
っ
て
作
成
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
凡
そ
左
の
如
、
F
議
定
乃
至
操
作
を
加
え
た
。

ω
本
表
例
「
預
金
部
資
金
」
収
支
は
右
「
民
間
関
係
収
支
内
訳
」
中
の
『
預
金
部
収
支
』に
よ
ら
ず
、
悶
じ
資
料
の
「
預
金
部
収
支
内
訳
」
よ
り、

邸
便
貯
金
受
払
〈
邸
便
貯
金
治
減
尻
で
あ
る
が
、
実
際
の
増
減
と
は
若
干
の
時
間
的
ず
れ
が
あ
る
)
と
其

他
対
民
間
収
支
〈
貸
付
金
、
保
管
傘
、

供
託
金
等
)
の
合
計
額
を
と
り
、
更
に
「
展
開
関
係
収
支
内
訳
」
中
『
出
納
官
吏
預
託
金
」
支
出
の
半
抑
制
を
部
便
局
焚
換
尻
・
決
涜
金
と
縫
定
し
て
之
を
右
の
収
支
合
計
額
双
方
に
加
え
て
算
出
し
た
。

ω
原
資
料
公
民
間
剛
山
崎
係
収
支
内
訳
」
〉
中
『
預
金
部
」
、
「
出
納
官
吏
預
託
金
」
収
支
並
に
「
蕗
便
局
過
超
金
同
資
金
払
出
』
の
三
者
受
弘
合
計
制
よ
り
、
前
記

ωの
領
金
郎
資
金
収
支
を
差
引
い
た
援
額
H
H
、
共
の

λ
O
%を
本
表
H
H
の
「
以
仙
』
に
〈
大

節
分
泌
信
市
業
収
支
と
見
ら
れ
る
〉
、
-一

O
%
を
付
の
『
共
他
』
に
加
え
た
。
似
し
今
期
か
ら
『
廊
使
用
滋
超
金
」
中
よ
り
取
引
諸
説
印
紙
収
入
相
当
抑
制
(
十
月
一

、
七

一
三
百
万
円
、
十
一
月
一
、
七
六
一
世
口
万
円
、
十
二
月
続
卸
ニ
、

-
O
O百

万
円
〉
を
鐙
引
き
、

J
d
を
け
の
「
其
他
」
に
加
算
し
た
。

ω
原
資
料
『
其
他
」は
企
額
な
氷
袋
付
の
「
山
内
他
」
に
界
入
し
た
。
山
川
終
戦
処
理
費
支
出
は
便
宜

H
の
「
其
他
』
支

m
mに
A
ロ
鉱
し
て
あ
る
。

ω
中
京
述
勘
定
制
盤
は
日
本
削
凶
行
バ
ラ
ン
ス
ク
1
ト
に
よ
り
、
木
支
出
間
政
府
勘
定
及
回
廊
送
金
勘
定
ハ
後
者
は
国
成
制
度
改
正
則
た
る
ご
十
=
年
十

-
月
以
陣
よ
り
)
を
併
せ
考
幽
し
た
。
但
し
ご
十
三
年
六
月
よ
り
支
出
m閣
雌
金
電
線
付
抑
制
が
爽

特
即
さ
れ
た
か
ら
術
省
の
強
簡
は
限
彼
的
に
よ
る
も
の
含
除
き
品
開
ど
無
却
し
斜
る
術
数
と
な
っ
た
。

ω
な
お
前
川
よ
り
市
内
食
供
出
代
A
M
支
払
方
法
改
正
に
よ
る
市
中
銀
行
級
の
主
裂
食
m

w
A

入
出
H
A
離
は
食
級
官
刷
会
計
文
出
制
に
合
算
し
て
あ
る
(
今
期
分
十
月
九
一
一
-
百
万
円
、
十
一
月
九
λ
-
百
万
円
、
+
=
月
て

二
五
-
百
万
円
v
。

財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析

十

一

一

合、

一削i

付

-5
、
一8
一

引
引
っ
l
J訂

-

-

引
判
叶
引
引
「

H
1『

昭
和
=
十
三
年
十
月
l
十
二
月
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